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    　　まえがき

    　

    　さて、今回は、五七五で描く「シリーズ」の、いわば「最終章」、つまり、五七五で描く「総合」編であるが、それは、この世の実に様々なものを「五七五」で描くというものであり、その場合、基本はあくまでも「五七五」を基調としながらも、内容によっては、「五七五」の字数だけでは表現しきれないものもあり、その場合には、どうしても「字余りになってしまう」ものであるが、それは、やむを得ない場合は、仕方なく、「五七五」の字数よりも、むしろ「内容を重視」した表現になっているということである。

    　そして、この五七五シリーズは、「五七五」という形式で表現できるものは、何も「俳句」や「川柳」だけではなく、例えば、象徴詩、標語、その他、どのようなものでも表現でき得るものであり、そういう、いわば無限の「可能性」への挑戦であり、それは、それなりに「説明」できたのではないかと思う。そして、この「五七五シリーズ」の「名称」としては、いわゆる「三行詩」（或いは「五七五」詩）と呼んではいるが、もちろん、そういう「名称」が大事なのではなく、何よりも大事なことは、われわれ日本人は、母国語として「日本語」を使用しているわけだが、その「母国語」（つまり「日本語」）の特性に最も叶った形式というのは、まさに「五七五」（或いは「五七五七七」）であり、それこそは、まさに最も根源的であり、最も無理のない、最も自然で、最も美しい「形式」になるということである。

    　

    　　平成二十八年九月吉日（決定版）
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　　人が手に
　　　　もう一ひとつの頭脳
　　　　　 　　　パソコンか

　　携帯スマホ等が
　　　　生命いのちと操あやつる
　　　　　　　女子たちか

　　現実を
　　　　一瞬で撮り込む
　　　　　　　　　写真かな





























　　その姿すがたと
　　　　超速で魅了の
　　　　　　　　新幹線か

　　動く姿すがた
　　　　写真に撮とり込む
　　　　　　　　愛好家マニアかな

　　気球の
　　　　浮力ふりよくで舞ふや
　　　　　 　　 　空そら遊泳





























　　ブログにて
　　　　新あらたな自分へ
　　　　　　　　　挑戦チヤレンジか

　　呟つぶやきで
　　　　世界も動うごく
　　　　　　ツイツターか

　　仲間フエイスたち
　　　　連絡し合ひ
　　　　　　　　　大集合





























　　イントロに
　　　　酔よひて歌うたひ入る
　　　　　　　　カラオケか

　　歌うたひ合ひて
　 　　 軈やがては壊こはれゆく
　　　　　 　　　 夜明あけかな

　　プリクラを
　　　　撮とり合ふ仲なかの
　　　　　　　　二人ふたりかな





























　　異次元の
　　　　超スーパー技に魅み入る
　　　　　　　　サーカスか

　　二の対象ものを
　　　　比くらべて楽たのしむ
　　　　　　　 　 物真似まねか

　　驚異の
　　　　数かずを空そらで弾はじく
　　　　　　　　　暗算か





























　　軽業かるわざで
　　　　屋敷やしき忍しのび入る
　　　　　　　　忍者にんじやかな

　　盗ぬすみ出だす
　　　　物もの情報得えて
　　　　　　　　戦略せんりやくか

　　手裏剣しゆりけんや
　　　　目潰めつぶし駆使くしの
　　　　　　 　 　忍術にんじゆつか

                

            


            	            
                
                    	


　　動画ムービーの
　　　　現実其その儘まま残す
　　　　　　　　　魔力かな

　　虚と実の
　　　　映像で織おり成す
　　　　　　　　テレビかな

































　　大空おほぞらを
　　　　気球で染そめる
　　　　　　　　競技かな

　　操縦を
　　　　大空おほぞらで楽しむ
　　　　　 　 軽飛行機セスナかな

































　　ネツトこそ
　　　　新あらたな市場と
　　　　　　　　　開拓かいたくか

　　現実より
　　　　ネツト社会
　　　　　　　より現実に

































　　二人ふたりだけの
　　　　仲なかを撮とり合ふ
　　　　　　　プリクラか

　　密ひそやかに
　　　　メール交かはし合あふ
　　　　　　 　　 男女ふたりかな

































　　絶妙な
　　　　技わざで魅了の
 　　　　　　　手て品じなかな

　　華麗なる
 　　　 超魔術で魅みせる
　　　　　　　 　 奇術イルージヨンか

































　　次つぎから次つぎ
　　　　虚きよを衝つく忍者の
　　 　　　　 　 　離はなれ業わざ

　　山里やまざとで
　　　　過酷かこくな修行の
　　　　　　　　忍しのびかな
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　　国旗高たかく
　　　　張はり巡めぐらして
　　　　　　　 　 運動会

　　園児らが
　　　　可愛かはいく走はしる
　　　　　　　　徒競争か

　　我が子らの
　　　　走はしりに涙なみだする
　　　　　　　　母たちか





























　　子供らの
　　　　心魂こころが弾はずむ
　　　　　　　駄菓子屋か

　　金を手に
　　　　駆かけ込み狙ねらふは
　　　　　　ガチャポンか

　　お好みの
　　　　駄菓子で充みたす
　　　　　　　　　満足感





























　　おさな子の
　　　　生きるとは
　　　　　　遊ぶことなり

　　三竦すくみの
　　　　指が織おり成す
　　　　　　　　決め事か

　　身を隠かくし
　　　　急に襲おそふや
　　　　　　　　隠かくれんぼ





























　　子供らが
　　　　熱あつく演じるか
　　　　　　　　　昔むかし話

　　授業終へ
　　　　昼間ひるの楽しみ
　　　　　　　　　給食か

　　バスに乗り
　　　　歩かず辿たどり着く
　　　　　　 　　　遠足か





























　　各かく学科
　　　　時間割で学まなぶ
　　　　　　　　授業かな

　　結果見て
　　　　一いつ喜一いち憂の
　　　　　　　テストかな

　　学まなぶのも
　　　　遊あそびまくるも
　　　　　　　　　夏休やすみ





























　　子こへの想おもひ
　　　　弁当べんたうに込めて
　　　　　　　　　送おくる母

　　レシピ見て
　　　　悪戦苦闘の
　　　　　　　　　毎日か

　　料理こそ
　　　　五感総すべて充みたす
　　　　　　　　　王道かな

                

            


            	            
                
                    	


　　記念にと
　　　　撮とる親たちの
　　　　　　　　闘争バトルかな

　　子供らの
　　　　成長喜よろこぶ
　　　　　　 　運動会

































　　籤くじ引びきで
　　　　大当あたり狙ねらふか
　　　　　　　　勝負引き

　　もうちょいの
　　　　ＵＦＯキャッチャーの
　　　　　　　　　　　歯は痒がゆさよ

































　　追ひ追はれ
　　　　永遠とはに終らぬ
　　　　　　　　闘争バトルかな

　　遊あそびながら
　　　　全身で笑わらふか
　　　　　　　　子供たち

































　　京都奈良
　　　　生徒せいと行き交かふ
　　　　　　　　季節きせつかな

　　文化より
　　　　売店楽たのしみの
　　　　　　　 　 学園がくゑん祭

































　　必勝と
　　　　挑いどむ思おもひの
　　　　　　　　受験かな

　　人生の
　　　　別わかれを学まなぶか
　　　　　　　　　卒業式

































　　究極の
　　　　味あぢと業わざ求む
　　　　　　　　料理人か

　　食べ過すぎこそ
　　　　万よろづの元げん凶きようと
　　　　　　　 言ふ医師か
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　　詩人とは
　　　　断崖だんがいに立つ心の
　　　　　　　　　叫さけびかな

　　多様たやうなる
　　　　心こころの襞ひだ描ゑがく
　　　　　　　　　小説か

　　脚本きやくほんや
　　　　心模様もやう織おり成す
　　　　　　　　　会話かな





























　　夢想バーチヤルと
　　　　現実で織おり成す
　　　　　　　　　映画かな

　　アニメとは
　　　　心こころ無限に拡ひろげる
　　　　　　　　　　夢ゆめ世界

　　漫画マンガとは
　　　　一ひと画コマ一ひと画コマの
　　　　　　　静止画か





























　　政治とは
　　　　問題もんだい解決の
　　　　　　　　実践じつせんなり

　　経済は
　　　　絶たえず変化へんかする
　　　　　　　　生いきものか

　　教育は
　　　　心こころと能力
　　　　　　 育そだてること





























　　生きるとは
　　　　今いま、まさに
　　　　　　　この瞬間ときか

　　あと数日わづか
　　　　今年も暮くるる
　　　　　　　　年としの瀬せか

　　音もなく
　　　　流ながるる砂すなの
　　　　　　　　刻きざみかな





























　　右手挙あげ
　　　　金運招まねくか
　　　　　　　まねき猫

　　左手ひだりてや
　　　　商売繁盛さかえる
　　　　　　　　人招まねき

　　健康を
　　　　願ねがふ想おもひの
　　　　　　　　黒招まねき





























　　指で辿たどる
　　　　新あらたな文字の
　　　　　　　　　感触か 

　　第三の
　　　　言葉ことばとなるや
　　　　　　　　手の動うごき

　　はり灸きうで
　　　　施ほどこす治療の
　　　　　　　　 荒技あらわざか





























　　歌声うたごゑを
　　　　合唱コーラスに変かへる
　　　　　　　　　調和ハーモニーか

　　華はなやかな
　　　　演奏で魅了みれうす
　　　　　　　　　吹奏楽団ブラスバンド

　　躍動やくどうする
　　　　若わかさで声援の
　　　　　　　チアガールか





























　　朝早はやくと
　　　　子供ら集つどふ
　　　　　　　　体操か

　　音に合あはせ
　　　　手足動うごかす
　　　　　 　 心地よさ

　　作業する
　　　　前まへに今いまでも
　　　　　　　体からだほぐし





























　　絵と文字で
　　　　優やさしく読み解とく
　　　　　　　　　絵本かな

　　色いろと形かたち
　　　　感触楽たのしむ
　　　　　　　　　陶芸か

　　書く文字と
　　　　己おのが心こころの
　　　　　　　一致かな





























　　大理から
　　　　甦よみがへる生命いのちの
　　　　　　　ダビデかな

　　刀剣や
　　　　魂たましい打ち込む
　　　　　　　 　鍛錬か

　　茶の道みちや
　　　　一期いちご一会いちゑの
　　　　　　もてなしか





























　　可笑をかしみを
　　　　言葉ことばであやなす
　　　　　　　 　　川柳せんりうか

　　我わが想おもひ
　　　　形かたちと色彩いろで
　　　　　　　　絵画くわいぐわかな

　　傍そばに居ゐて
　　　　人ひとの心癒いやすや
　　　　　　　縫ぬひぐるみ





























　　ゆるやかに
　　　　円心ゑんしんで舞ふか
　　　　　　　 　太極たいきよく拳

　　一瞬いつしゆんの
　　　　動うごきで絶たつや
　　　　　　　　居ゐ合あひ斬り

　　逆ぎやく取りて
　　　　関節封ふうじの
　　　　　　　　　合あひ気き道だう





























　　身の動うごき
　　　　それが全すべての
　　　　　　 　　 舞踊バレエかな　

　　淑しとやかな
　　　　舞まひで魅みせるか
　　　　　　　　　日本舞踊

　　舞台ステージと
　　　　熱狂ねつきやうで溶とけ合ふ
　　　　　　　　ライブかな





























　　モナリザや
　　　　息いきづく生命いのちの
　　　　　　　　　微笑ほほゑみか

　　その瞬間ときを
　　　　永遠とはに捉とらへて
　　　　　　　　振ふるふ筆ふでか

　　アテナイの
　　　　学堂がくどうに集つどふ
　　　　　　　　愛知あいち者か





























　　一字一句いちじいつく
　　　　完璧な悲劇や
　　　　　　　オイデイプス王

　　高利貸し
　　　　血の一滴で裁さばく
　　　　　　　　　　裁判か

　　ブルータス
　　　　お前もか、と
　　　　　　　　シーザーか





























　　永遠を
　　誓ふ男女ふたりに襲ひ来る
　　思ひ違ひが生む悲劇かな

　　狂気きやうきさへ
　　装よそふハムレツトにさらに
　　襲おそひ来る復讐の悲劇かな

　　人の心魂こころ
　　狂くるはすものは金と地位と
　　愛と疑うたがひの嫉妬かな




　　
























　　結婚や
　　　　新あらたな喜哀の
　　　　　　　　始はじまりか

　　黄金より
　　　　手にする生命いのちの
　　　　　　　　　重おもみかな

　　海うみよりも
　　　　深き想おもひとや
　　　　　　　　　 母の愛

                

            


            	            
                
                    	


　　批評ひやうとは
　　　　本質捉とらへて
　　　　　　　　評ひやうすこと

　　演劇や
　　　　切れば血ちも出る
　　　　　　　　　実在リアリテイーか

































　　事実じじつ見て
　　　　真実語かたる
　　　　　　　　報道ほうだうか

　　評論ひやうろんは
　　　　あるべき姿すがたの
　　　　　　　　　　語部かたりべか

































　　社会活動ボランテイア
　　　　わが身活いかす
　　　　　 　 新あらたな道みちか

　　医療とは
　　　　心身癒いやす
　　　　　　　　人術じんじゆつか

































　　時ときこそは
　　　　正まさに姿すがたなき
　　　　　　　　　殺人さつじん者

　　仕掛かけては
　　　　為し損じなしの
　　　　　　　 　 歳月さいげつか

































　　今日けふの運
　　　　テレビで観みるや
　　　　　　　　　　星ほし占うらなひ

　　ラツキーな
　　　　色いろを一箇所ワンポイントで
　　　　　　　　使つかふ知恵

































　　足ツボの
　　　　急所攻せめ立て
　　　　　　　　癒いやす指ゆび

　　身を解ほぐす
　　　　絶妙な手なれの
　　　　　　　マツサージか

































　　華麗なる
　　　　技わざで魅みせるか
　　　　　　　　バトン捌さばき

　　整然と
　　　　進む楽がく隊ぞ
　　　　　　　　　鼓笛こてき隊

































　　縁日に
　　　　雛ひよこも顔かほ出す
　　　　　　　　昔むかしかな

　　箱の中なか
　　　　電球で育そだてし
　　　　　　 　 雛ひよこかな

































　　歌詠よみて
　　　　心留とどめおく
　　　　　　　短歌かな

　　折鶴おりづるや
　　　　一心で折おり込む
　　　　　　　　　願ねがひかな

































　　空くうの間まに
　　　　華はなを添そへる
　　　　　　　　華道くわだうかな

　　緻密ちみつさを
　　　　極きわめて生うむや
　　　　　　　　　工芸か

































　　顔かほの面おもに
　　　　生命いのち吹き込む
　　　　　　　　人形にんぎやうかな

　　親と子で
　　　　織おり成す心こころの
　　　　　　　　　綾あや取とりか

































　　情熱じやうねつを
　　　　秘ひめて踊をどるか
　　　　　　　　フラメンコ
　　
　　華麗くわれいにと
　　　　息いき合せ踊をどるや
　　　　　　　　社交ダンス

































　　照明ライト浴び
　　　　踊り狂くるふも
　　　　　　　デイスコかな

　　アイドルを
　　　　真似まねて踊をどるも
　　　　　　　　　　一体感いつたいかん

































　　向日葵ひまはりに
　　　　己おのが心こころ見し
　　　　　　　ゴツホかな

　　ビーナスの
　　　　誕生辿たどれば
　　　　　　　　　海うみの泡あわ

































　　狂言きやうげんが
　　　　狂死きやうし生み出す
　　　　　　　オフエリアか

　　スフインクスの
　　謎解くオイデイプスも
　　己おのが宿命さだめの謎なぞは解けずや

































　　三人の
　　娘の心魂こころ読み解とけず
　　身も愛娘むすめも滅ほろぼすリア王か

　　魔女の予言げんに　　
　　負けて王位を奪うばへども
　　心悩なやます罪つみの意識かな

































　　何よりも
　　　　孫ぞ愛いとしと
　　　　　　　祖父母かな

　　親となり
　　　　やがて思ひ知る
　　　　　　　　 　 親の恩


                

            


        

    

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　　四、 東日本大震災

    　　　　　二〇一一年（平成二三年）

    　　　　　　　　 三月十一日 （午後二時四十六分）

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    
        
            	            
                
                    	
　　がたがたと
　　　　激はげしく襲おそひ来る
　　　　　　　　　恐怖かな

　　無常とは
　　　　まさにこのことか
　　　　　　　　　　大震災

　　ためらひが
　　　　生死分かつか
　　　　　　　　　大津波





























　　人智じんちなど
　　　　遙はるかに超こえて
　　　　　　　　　大津波おほつなみ

　　ばりばりと
　　　　全すべて壊こはして
　　　　　 　 迫せまる津波なみ

　　これほどの
　　　　破壊で襲おそふとや
　　　　　　　　　黒き波なみ





























　　茫然ぼうぜんと
　　　　見渡わたす限かぎり
　　　　　　　　廃墟がれきかな

　　高台たかだいへ
　　　　逃にげる一手いつての
　　　　　　　　津波つなみかな

　　警鐘サイレンに
　　　　逃げ惑まどふ人ひとの
　　　　　　　　戸惑とまどひか





























　　避難所や
　　　　極限ぎりぎりで過すごす
　　　　　　　　寒さむさかな

　　燃料棒
　　　　溶とけて水素の
　　　　　　　 　 爆発か

　　大気へと
　　　　撒まき散ちらさるる
　　　　　　　　　放射線

                

            


            	            
                
                    	


　　助けてと
　　　　叫ぶ声さへ
　　　　　　　波に消え

　　政治とは
　　　　誰がための
　　　　　　　政治なのか

































　　現実ほんとかと
　　　　見居ゐるばかりの
　　　　　　 　　　 人ひとの顔かほ

　　何一ひとつ
　　　　残のこさず奪うばふ
　　　　 　　　 津波なみの跡あと






 


























　　決断けつだんの
　　　　遅おくれが生死
　　　　　　　 分わかつかな

　　悲かなしみは
　　　　悲かなしみのまま
　　　　　　　　今日けふを生いき


 






























　　目に見みえぬ
　　　　敵てきと戦たたかふ
　　　　　　日々となり

　　天災や
　　　　人心こころの隙すき襲おそふ
　　　　　　　　　大震災
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　　能面シテの舞
　　　　霊魂現あらはれ
　　　　　　　語かたる姿すがたや

　　可笑をかしみで
　　　　魅みせる舞台の
　　　　　　　 　 狂言きふげんか

　　演じ切る
　　　　百花繚乱れうらんの
　　　　　　　歌舞伎かな





























　　三味の音ねに
　　　　唸うなる名調子の
　　　　　　　　浪花節なにはぶし

　　軍記もの
　　　　熱く語かたるや
　　　　　　　　講談師

　　滑稽話こつけいばなしで
　　　　ご機嫌伺うかがふ
　　　　　　　落語かな





























　　厳おごそかに
　　　　奏かなで舞ふも
　　　　　　　　雅楽ががくかな

　　神々かみがみに
　　　　捧ささげ奏かなでる
　　　　　　　音楽おとと舞踊まひ

　　神社にて
　　　　神楽かみたのします
　　　　　　　祭まつりかな





























　　レーダーに
　　　　巨大な姿すがたの
　　　　　　　ハリケーン

　　容赦ようしやなき
　　　　猛威で襲おそふや
　　　　　　　　　暴ぼう風雨ふうう

　　降ふりやまぬ
　　　　記録破やぶりの
　　　　　　　豪雨かな
 




























　　閃光せんくわうの
　　　　一撃いちげきで襲おそふ
　　　　　　　　　稲妻いなづまか

　　襲おそひ来くる
　　　　巨大きよだいな渦うづの
　　　　　　　　　竜巻たつまきか

　　山霧やまぎりや
　　　　見る見るうちに
　　　　　　　　　視界しかい消え





























　　音もなく
　　　　降り積つもる雪の
　　　　　　　　恐怖かな

　　めりめりと
　　　　心こころ押し潰つぶす
　　　　　　　 響ひびきかな

　　雪下ゆきおろしの
　　　　重荷おもに背負ふ
　　　　 　　　　 雪国ゆきぐにか 





























　　物ものづくり
　　 　いいものをと思おもふ
　　　　　　　　　　一念いちねんか

　　ぴつたりと
　　　　心魂こころに合ふを
　　　　　　　　目めざすのみ

　　完成くわんせいとは
　　　　己おのが心魂こころとの
　　　　　　　　一致いつちかな





























　　神かみがかり
　　　　人心ひとも驚おどろく
　　　　　　　出来映できばえか

　　無意識に
　　　　言語ことばに交換かへてる
　　　　　　　　　脳の中なか
 
　　知らぬ間まに
　　　　言葉ことばで思考す
　　　　　　　　不思議ふしぎかな





























　　姿すがたより
　　　　肉声にくせいこそは
　　　　　　　その人ひとなり

　　湧水ゆうすいや
　　　　砂すな舞ひ踊をどらす
　　　　　　　　冷つめたさか

　　水面すいめんを
　　　　超速てうそくで走るや
　　　　　　　バシリスク



　　　　　　　

























　　いつからか
　　　　心がめざす
　　　　　　　方向かな

　　心の底そこ
　　　　灯ともる明あかりぞ
　　　　　　　希望かな

　　充実とは
　　　　自分が自分と
　　　　　　　　なることか





























　　運命と
　　　　意志が織おり成す
　　　　　　　　　悲劇かな

　　笑わせて
　　　　しかも泣かせる
　　　　　　　　　喜劇かな

　　和漢にて
　　　　あはれを尽つくす
　　　　　　　 　 源氏かな





























　　柿かき食へば
　　　　己おのが宿命さだめの
　　　　　　　鐘かねの音か

　　一ひとすぢの
　　　　蓮はすの池いけへの
　　　　　　　蜘蛛くもの糸

　　熱あつき肌はだに
　　　　宿やどる女郎蜘蛛ぐもの
　　　　　　　　　宿命さだめかな





























　　草枕くさまくらの
　　　　旅たびをしばしと
　　　　　　　　湯ゆの宿やどか

　　わが罪を
　　　　終つひに裁さばくは
　　　　　　　内なる神か

　　空くうより発し
　　　　自ずと当たる
　　　　　　　これ極きわみかな

                

            


            	            
                
                    	


　　情尽つくして
　　　　浄化カタルシス生む
　　　　　　　 浄瑠璃じやうるりか

　　男装だんさうで
　　　　華麗くわれいと魅みせるも
　　　　　　　 　 　宝塚タカラヅカ

































　　絶妙の間まと
　　　　ぼけが生命いのちの
　　　　　　　　　漫才か

　　巧たくみにと
　　　　繰くり出す連打の
　　　　　　　 　 物真似ものまねか

































　　矢倉やぐら組み
　　　　先祖迎むかへる
　　　　　　　　　盆踊ぼんをどり

　　幸しあはせは
　　　　心魂たましひふかく
　　　　　　充みたさるる事

































　　溢あふれ出て
　　　　町まちを襲おそふや
　　　　　　　　　大洪水

　　大噴火だいふんか
　　　　驚異と噴ふき出だす
　　　　　　　　　岩漿マグマかな

































　　めらめらと
　　　　山野舐なめ尽つくす
　　　　　　　　山火事か

　　斜面しやめんから
　　　　一気いつきに崩くずれ襲おそふ
　　　　　　　　　雪崩なだれかな

































　　隊商キヤラバンに
　　　　猛威振ふるふか
　　　　　　　 　 砂嵐すなあらし

　　氷山に
　　　　衝突ぶつかり沈むや
　　　　　　 　　豪華船タイタニツク

































　　超てう自我や
　　　　自分も驚おどろく
　　　　　　　出来映できばえか

　　精神せいしんの
　　　　飛翔ひしやうが生み出す
　　　　　　　　　精華せいくわかな

































　　言葉ことばこそ
　　　　人ひとを人ひとと成なす
　　　　　　 　　 根源みなもとか

　　厳密げんみつな
　　　　言葉ことば連つらねて
　　　　　　　　　深思考

































　　殻から捨てて
　　　　生きる姿すがたぞ
　　　　　　　ナメクジか

　　人心の
　　　　隙すきを襲おそふや
　　　　　 　 　大天災

































　　ベターより
　　　　ベストが恋しい
　　　　　　　　　　恋心

　　良き伴侶
　　　　得てぞ知る
　　　　　　　良き人生

































　　生き方を
　　　　問ふて悩むや
　　　　　　　　ハムレット

　　さまよへる
　　　　霊鎮しづめんと
　　　　　　　　仇討あだうちか

































　　この峠とうげ
　　　　越こすに越こされぬ
　　　　　　　　　女体をんな坂

　　甘き罠わな
　　　　仕し掛かけて誘さそふ
　　　　　　　　悪魔かな

































　　不可能を
　　　　感じぬ脳こそ
　　　　　　　　超人なり

　　悟り得て
　　　　叡知働く
　　　　　　　思索かな
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